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iJ：   じ   め  iこ   

舶梢は、江戸時代において閲火の名城耽梢城（l拍梢城）に珊代の大名であム洒井  

氏、松平氏の属地した地である。   

その後、製蚕・製糸の町として陀脱してきた。明泊以降即肌蹴の机拙として攻  

泊・蛙済・文化・教汀・商工業の調和ある発根を期している。特に、住みょいIuJ  

づくりを経過するとといこ生独学号音社会を形成するために相々の他動を欠場して  

いる。   

木ノ宮追跡は駒橋吊広潮町に存在し本地臓は旧制仙川の挽路の広瀬川んJ・綽）河  

岸段丘上に存在する。かって本地城は1U（）余兆の大小古明かⅧ：在し、いJノゆる  

広師直明耶を形棚していた。しかし、昭利41）年代の勅ゎに川代により良い住宅  

の確保を目的に宅地退城が失地され、その後、いわゆる列払改追論により－一ノ師）  

拍坤かかけられた旭である。   

この道跡周辺には、国史跡 八鳩山山肌・伏t史跡 天神山高明・†li史跡 飢塚  

山山肌・企紀塚古Ⅵ等のれ明が存雅する。   

古代においては、上屯野氏の一族刷介粛の妙力【Ⅶの小心として粟えた地と推定  

される。   

不通跡は／出師建偶に光正ち土地軌イi者・建i投合拙からの協力を得て制凛を失地  

したものである。その損果、⊥杭、黒石退情等か発見されている。   

この楯状、応酬－i与川1郡を僻朋するた丑の一群料が叩られたものと考・えられる。   

本軸ほ＝巨川行するにあたl‖刷阻公川代、l朴根城二郎氏に多大なる協力をいた  

だいた串に洋裁なる悠瀾の融を表す次弟であります。   

本伸子カリ折：芦の発脱に少しでも零与できれば繋いに〟じよす。  

昭利6ユ咋9パユ［1  

刑鴨川故背嚢月会  

故爾 比 和 本 佃 正   
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イ則  苫㌻  

1．この軸皆卦は、加藤公則氏（即爪県前梢招天川原町144）が建設する川郁建築予定地（即蝿  

爪l削摘出広湘削三丁‖14－1，14－21にナ＝ナる発掘甘酎こ関するものである。  

2．調査は、硝構苗教育委月余損金教†f課文化財保進路が損当し、高梢甘三ワj・典原 昭・新保一   

共・闘釈 甘拍鳩血した。また、調動こあたっては加藤公則氏・快＝銀塊二郎氏に仙川及び協  

力を得た。  

3．本甜の作成は、全体の肘誠をもとに前原1旦カl執筆・相集にあたった。  

4．本）錠跡♂）略称は61（；4である。  

5．遇㈹の略称は次の通I）である。  

じ・‥ニーリ几  

6．適用・追物の黒潮l順lの縮尺は次■グ）通l）である。   

池fl琴…全体図1／200，：t：t】■い／60  遣物…」淵1／3  

7．スタリントーンの慄川は次の通りである。   

遇刊いlノ用F国  状化物…斑  

地物火測図  須瓜㍊洋斬1田・‥餌独   



fig・1水ノ宵遺跡佗慣図（1／5…00）  
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1   川■リ  ±†皇  Lこ   三1・ミ  ′こ】  カ萌  糸満   

昭机用1斗3月い二＝」けで11日中川J宅地桐郡け前協議祁証分か【）、ノ州膳公川代より小月lりの戌）つた  

宅地川J発貼附瓜鵜に刈する瓜ルりこの描出〟について依頼か凍った。こi‖2（＝」にl拍晰け教「f別！  

会拙会教宥課で踏証を失地した鋸火、小利赤地は古川帖い化かり∴lt射時代の追跡地であるけ‖酢帖か  

励めてl小一ことか川l刑した。そのため、4ノJ15＝に朋丑他の県西・l鉦北に帆‖．2‖のトレン  

ナを3ヰ瀧定し追跡碓認削丑を火砲した。その鋸慄、1ll一存峠代の＿．h杭1状を碓漉することかでき  

た。そこで、宅地桐ブ糾l描常で‘F）るノ仙倣公1川代と協．溝・朋脱しl附㈲砧挽作査‖分直常で牒職細川  

を失地・j‾ることとなっじ。本追跡の名称は仙川描の肌u＝l．川川巧‥川L津川√水／’．・：丁の地名を描川し人  

ノ宮遺跡（きのみやいせき）とした。  

l．1   
え揖二  〝亦  ♂）  イ．＼と  け仁  と  ょぢ呈 J才己  

．1 損跡の丑地   

木ノ甘闘酌日嗣＝‾る肌u州11川畑山吊胴Ir三：．‾J▲1＝は11吊巧‥川り出であるり川t†り近から南火い川の  

前にある。追跡欄法制仙川H欄摘‖■るlけ氾広瀬仙lメニ椚2リ・頼とIIJ追♂）美点・さ■る1†川代にあり、北向  

かいに前橋lけ正広湘小学校がある。拭謝り也区那2サ瞼は広洲胴り山の小火を北川からiヰ・j火に肌i（〕し  

てナ；り、これと兼行して」し柏t U OInによ択仙ノ〃射的梢－11バ町線があるn  

Il年イ，巧－い■り椒から木祖跡をヤ！むと、比l‥jごi′－5日の河八川ミが就くのが比える〔この河ノ1！パ；iよ、  

追跡の∬地・す・る11M加圧旭が古利根川に日食さ八1できたしので、今bこの化ドに沼って広新川か  

胱れている。木造跡の描■甘は8Gl祓Ⅷ川、北西か仁，l“西にかけてわずかな州別が几′）れる∩ かっ  

て、前梢人州仙圧■肌机よじめとして多くの小畑杵樟射的畑＝出する河／紺＝こ鼻炎拙こiて†ってク）／lJし  

ていた。これらの1いJlは硝に広かる抗人なぶ川帰り山上の町動地を骨別として′さ：tよれたもので才，る。   

しかし、皮l入＝こい昭和40隼から4G卑にJ．）たって†ト宅し」川11j㍑収が肌め～）れたため、そのし【と  

んどの汀肌が削押されてしまった。これは、応酬川地の29晶に及ぶ罠成区域とI11■眉描かオーバ  

ーラッ7●したためである。  

2J†た史的環境   

今l！．ilの胴査によって、追跡はが良噂代のものとJい＝刑したが、小すまでもなく、本地城は広油＝一  

肌仰のはば小火に所在している。「＿し：屯L川l庵iて覧」によると、現れの肝臓出女京町かレ火苗町の良  

さGkm、刷0．6kmのおよそ3kmクにかけて在社したit川lク）敗は、14ミ）基を払えている。今でも  

班っているものは、西北拙の不二l，＝古墳からl引火にl「りかって、大川＿二丁・‥圧■JjL 八幡Il＝1、1Jtl、州  

非鵜澱郡分を現す天神山i！川1、触韮神勅Lt川1、机射1l■川1、胡附こよって別［，れたJjlJて：を城す令  

揖燥古り1、文殊山む毎－iとその川辺のlりJ．【1、火出揃に撞塚古u■lと放少ない。Il、川一仙には・1・l鵬J人か  

ら5肌親側沸け＝のとして八哺山山り1、天神山it川1、糾余11骨肌、511用山1川乞から6世紀のらの  

として．h腸17サ明、皿巷塚古墳、札塚l＝い川1、G削紀iⅢ牛かレ推来にかけ犬川ニー山古墳、不二1  

山古明、金㍊塚古墳か造常される。これ以後は特定いJ－lの造常はなくなり抑某Jjlとしての屁肌に  

－1－   
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木ノ宮追跡周辺固（l／5，000）  
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移イfする。（祉ユ）   

兼溝追跡としては、後机上1地追跡（祉2）、〃川」馴亦川上3）、後閑11追跡（町4）の制水カーなされ  

III明困代かい1た射昔イ℃のl＝馴l二が焼損きれている。虔た、本地城には、11上川I2（）卑イ℃の航空‘り良  

から人肌俣な魚盟他州が認められることから条亜水11用一今後焼山されるものと期待される。また、 ■  

女溝（跳5）や虫l守廻り追跡（批G）で軋渡された人肌f只の川水路もそ八に†－ドって今後Il鼠則の判定が  

またれる。  

111 【抑J ゴ皇  の  凡策  遇  

1 拭掘制水   

拭榔甘．甘査は昭利用1隼4ノJ15Ll（火）  

に肌発二♪揖他の東西、挿j北に棚1．Zlnの  

トレンナを3本牧通しこ 0．41nつのパッ  

クフォーで放終的には伐l；りC軽イゴ掴ま  

で掘削を得い、追捕・追物の確漉を失  

地した。その根来3トレンチよりホ良  

時代♂）＿＝Jt、古墳・ポ良噂代の二l：器を  

娩出できた。   

朋丑拙火から池跡地であることか碓  

舷でき、水ノ国道跡と呼称することに  

なった。追跡の内容は：iトレンナ以外  

からは全く通用、通物の存イ〔カー見られ  

ないことか了，追跡は南火馴か‘）削灯P  

足地外に広がるものと考えられた。   

しかし、試掘都度した穐l川が限定き  

れているため追跡の取り扱いについて  

は3トレンチ川辺については広り－て発  

過ノ㌧㌃」   

「  
D  25m  
±．．．．t   

fig．3 木ノ営造跡調査区域図（1／1，000）  

掘調査を失地し、その他については⊥串失地時にjli此jLち針い胴粛を行い追跡が発見された場合  

は発軋7．Ⅵ鷹を失地することか協誠により扶成ほれた。  

2 発掘嗣並  

発掘削或は、昭利6ユ咋4月30［＝：5月1日の2‖‖lけ失地しじ。制水腫週の城粟は、‾F；uの  

通りで戌）る。   

右肘＝＝1発掘嗣恋坤傭   

4ノj301］ 発掘胴衣開始・塊根による裁ニl二損Ilり・7■ラン確認・グリッド繍疋   

5ノJl日 堀り下げ作業・逆f帖l証・追構天測・全休凋＝乍成・企㍍宵几損儲   

5Jj 2［】遺物盤埋・駁＝址鰻瑚の肌柏  

－3－   



この後骨．ちか、調査か】綱目6】年7月23口に冥施したが；組物を  

納めとしで範梢Ⅶの焼山は企く‖米なかった。従って、水ノ祈適跡  

は古墳時代・奈良時代の損跡と考えられ摘粟ソ川】に広かり不調丑区  

域は捕跡の外柚こあたる‡J♂）と冊われるp  

lV  ノ河  J：声  

今回の綱談区域は、昭利＝＝1－46附こ住三桁f川膵収が黒地されて  

おり、Irl火の地形を一郎改変している。水ノー餌脱跡の1川ける附．佃  

台地は、北西から棚減にかけて3／＝＝＝欄澗やかな傾斜をイけ  

る地形である。通用は、地裁から5（）cmのn作才＝ご耐の4周で倹Jll  

された。n嫡…区輌矩押黒地時の賂l）‥h。一川可‥・旧水川新作二巨。Il  

層・‥ざ射りIl相〃純増、局机帥ノ。川Ⅷ車・・適用半ホ良噂明の．Iリ尤）。Ⅳ榊  

…袖色抑留二卜。V層・‥ほ刷C仲紺！＝二ノ吼，Ⅵ桐‥・一甘色抑留土。ⅥⅧ  

fj托．4 木ノ宵遺跡  

棚準ニヒ層匝I（L〃0）  

…灰嘲れ抑留仁。ⅧJ西…伏明褐色精留二l：。【YJ軒・・ローム湘移掴。×J針‥砂貿ローム周  

V  ユ勘ニ  ヰ帯  と  ユ虹  物  

1 減 刑   

木ノー甘追跡から検＝された旭㈹  

は、二上杭2基、刃汀J抽構1基であ  

る。これらの追㈹のうちl）－1ひ  

2  3  

ニヒ坑については額良時代のものと．  

抑リIしたが、他の通㈹は斬弗明朝  

を決定できるi毘物が川土しなかっ B－  

たため、明確な噂期の冊紀は下せ  

ない。しかし、m拝ポ層下の旭川  

検J11のため弗良時代・平虻明代の  
C－  

の新鹿と考えられる。以下、名池  

†邦を相二鴫的に比ていきたい。   

r）－1労：卜坑lユー3グリッド  

に位訳・卜L，平涌形は、技師かN n  

－70● 一口に仰く用円形を〃．する。  

戌榔よ氏柚か1．2m、柑軌l．Olnで虎〉  

る。確認耐は打偶のⅣ拝ポ朋下で  

あり、搾書は0．川川と描かった．  

rjg・5 木ノ宮追跡全体図（1／200）  

ー 4－   



構築二I二はⅣ桐の褐色二l二・であったが、瑞」二とは、辟易に区別がついた。咤二じは】J針‥皿祖色微砂  

桐、2桐・・Ⅷ潤色微砂牒、3Jか＝肌色徴砂州・炭化物30％混入、でともに粕仲、締まりを有すれ  

損士道物はr；ビ．7－2，3の須j．鋸甘が‖二l二。  

l）－2号土杭Il－3・4グリッドに樟椚する。平細り†多は、良和がN－74● －Eに傾く艮ガ形  

見すると考えられる。規榔よ比和が（0．9）m、付和1．2mである。確認用＝よ1I梢のⅣ押ポ掴下であり、  

澤きは0．061∩と伐かった。構築二1二はⅣ屑の褐色二Lであったが、操ニー：とは、辞去いこ区別がついた。  

棋士は1梢…l甘祖色微砂掴で粕伸やや強く柿まりカり）つた。Jl上卜過物は見られなっかた。   

肛眉馴符 n・C－2・3  

グリッドに†用する。1l乙 ［）－1号土坑  t）－2号土坑  
■ 

飛（ヤ  
′  
′  

而形は艮仙がN－66● －  

Hに傾く三川形をヤ．する。  

規模は艮勅が】．69川、柏  

刷l．5：inで才）る。仏法涌  

は＝屑のlう畔イ川卑下であ  

り、河描〃を2G刑、ほ  

ば平狸．に敷き糾）●ている。  

河膵ポは緒川…粧の¶点てl乙  

の物を小心に川いており、  

その下郁に不常用かな描‖  

カが見られた。掘りノブは  

良和1．74m、相和11．5m、  

托さ0．15uの規模を持ち  

N－65● －HにIi柚を持  

つ。中央に撞30em、探  

さ6…のビットをイi●して  

いた。山」：過物は見られ  

lllしI  

l－－－   

I Il  

l＋  

lL Hl l川  

▲  一・一・  

張石遇  塊石遺構  

．
 
ノ
r
 
 

lHt・lM．  

■ ＝・・＼－・．‖．．‥＿．－・  

flg．（；木ノ宮適跡遺構個（1／60）  

なヵ＼フ丁て。  

2 油 物   

水／何追跡の侶・l二溝物は・l川＝柑郎、勿1j．l．ほi柘、猟舶洞氏蝋購の3点かあム。   

土師祁琳（1）L▲l絹1l．1enl、紬11j：i．Oemを．ける。l．沌Jはぃ事一かに外稜を右し一宜ち．上：がる。外耐  

の嗣盤は口辺郡構撫で、底耶托削り、内面は1裾撫でによって化上げられる。也粥は梢也（6／8  

2．5Ylりを．覧！．し、肋：1：は摺で税収Il頼。1／㍗呪存。‖－2グリッドJl＝：。   

須恵渦林（2）H掩‖．2…、庇祥9．6em、器Il■む3．6cmを計る。［1辺は外伸しながら直線的に立ち  

上がる。内外瀾とい榔帖醗形によって什．いrJ｝れる。体郡ド半にドl然別か几られる。拭斤机よ回転  

托切りにより戦地からり＝）離される。色朋は状l！】也（N 7／10）を．5！．し焼成良好である。り2硯机  

D－1サニIリ先山上。  

－5－   



狽愚妻諸氏軒盤（3）「1辺郡を  

欠損しで出り、全体の錯形は不  

明。胴部の般大梢11．1…、此撞  

5．5eln、現存する昔紺J沌．l…であ  

る。何部に】粂のl‖1棟か施され  

る。外面の休部下さ卜と底那に鰭  

刷りがなされる他は轍墟制鰭で  

什上げられる。也湘は灰l－I化け  

／12．5Y）、胎二l：・焼成とも良好。  

n－1号上杭誹＝L  

し 二 ‾「－‥‥…刀          ■i     ＿ ＿l⊂＝  

8  10cm  

rig．7 木ノ宮遺跡汁仁t二地物実測図（1／3）  

Y† ‡表  と．  め   

木ノ宮購跡は広潮●lい昭椚のほぼ中火烏牒Ⅷしている。かって周卸こは公民80mを超す苗●方後  

門わ†の上裾饗二了・山11明◆を始めとして、オトウカ‥砧椚、乞食掬け川1－が存在しでいた。今回の調  

査地拙ここのオいンカ山古墳か所在していた筈であるか、1トレンチ砥用に人肌大の河原石かま  

とまって見られた以外、その存71：を1VI確にさせるものの換＝はなかった。附．馴i文化財利♯報腎  

訪娼1兼（純7）によると、オトウカ‥砧卿ま復元根3nm、満き3．5n余りであり門別と抑定き  

れている。墳丘のl／針は嗣武に削られ、朔りを沌路によって掘削され上欄であり、周消、抑＃  

地紋、茸ポは擾乱により確認されていない。   

今回の削礁に酔、B－3グリッドJ月iJ∠にほ糊口粍ポの純／西が蝉仇しており、その他には全く存  

在を認められなかった。オトウカ‖＝†J眉の墳丘を3nmとし、粧脾ト」㍉とするとn仰石の粧柏  

郎は墳丘から周消にかかる付潰となる。このことからオトーンカ‥刷別の周泄はプランとしては朋  

腑に確徳できなかったが存ルするものとヰえられろ。また、恥独●円I卜l：した二‖印据斬（r；仔．7－1）  

はオトウカ‖庸明の周洞内＝：hの可能性も考えられる。この土師据杯はゼ川1時代丸山川l式の新座  

と考えられ、二1リノⅢl上の土帯より先行するものである。   

また、D－1り・二卜坑については汁＝二した土端からホ良時代のものとされる。光ブ†多ニヒ描や揮」二に  

戊化物が見られることか′｝、栽現の可憫怖が鼎い。かかる規例だがj’＝叫射削が列なるが、仲兄す  

る抱卵で礪噂祁■い施過跡26ぢ▲二1二域（旺8）、弥町市小野地区追跡朝Cn－1サニl湖（旺9）が平安  

一時代のものであるがあげられる。小尾娼跡の場介は入朝旬り＝I：しておりIIJl′，かに栽髄であり糾神  

前として椚え！i芽謹J不が1瓜＝二l二している。裁から＝上する汁似猷凡は柁新が死後の・いとワ＝こ吐くため  

に食耶を用るために兢も必要とされるものである。（旺10）  

この他にD－2号」り先、乳汁漉構があるか、織物の‖：I：がないためl朝川等の斬建ができない  

が、追f一町の碓認状鶴から抑足すれば萄良時代・乎☆‖寺代にちかいものとヰえられる。   

なおr盲g．8～10の挿図は区耐難理椚1裸保欄の区耐稚理別・圃図（1／1，伸0）と区刑盤削荊境地瀾（】  

／500）をもとにl拘梢†li文化財御用＝肝捏胡虻l根、＿卜毛i川l■辟乾、針托媒（山王二J・‥けiI瀾調査概  

ー6－   



引  

Y■′      「   

オトウカ山古墳測量図（1／1，000）  flg．8   

fig．9 オトウカ山古墳役元図（1／1，000）  
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チき一L＿＿＿＿・＿一一－－     ．西 鶴 勘  

し、∴＼、上さ  

ロ
 

一」 ⊥■．ご  
用；．10 水ノ宮追跡周辺の盲！手機分布図（l／5，nnO）   

報を参冊して作戌した。rig・9におけるオいンカ‖情力1の周洞の規律はあくまで川瀧である。．  

今後、これらの肝料と航空ⅤⅥ、射出囲をもちいればl川の正確な†、用や旭川のわりだしも可服  

忘ことといえる。  

馴ミ  

1 r上毛古墳掠監」（椚皿県史蹄名勝天然記念物調査紺曾析5摘）耶馬LR 1938  

昆崎宰〟相月か「綺梢市史J机l巻1971  
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椚1班」柵梢7け教育委fl倉 197n  

8 ■iいi附1．ヒlまか「小野地区追跡即発据調査報捏甘」藤岡了け叔¶委員会 l！）82  
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薬用 19i13  

10 桐原根「二l二墟＝上板利敵偶の性袖」宿場38－9 】986  
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木ノ宮遺跡全放  

西から  

木ノ密通跡全景  

粟から  

D－1号土坑  

東から   
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集看過構  

北から  

lミー2グリッド  

D－1．骨土坑   

t）－l号ニヒ坑  
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